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●培養することなく微生物を検出し、存在比率等を解析可能です。
●多くの微生物が関与する発酵食品の製造過程を解析する事が可能です。
●微生物のコロニーを培養できた場合、わずか半日で微生物の同定が可能です。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

世の中の99%の微生物は培養できないと言われており、発酵食品の製造過程の解析を困難なものにし
ています。しかし、PCR-DGGE法を用いれば、培養することなく、調査対象のサンプルにどのような微生
物がどのような比率で存在するのかを解析することが可能です。また、食品製造現場や医療現場では、微
生物の迅速同定が求められることがあります。微生物のコロニーを生育させることが出来る場合は、
TOF-MSを用いる事で、わずか半日で迅速同定が可能です。

【研究シーズの概要】

●発酵食品製造工場における発酵条件の最適化
●食品工場等の品質管理

【産業界での展開・用途】
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◎炭素源が異なる培養液の菌叢解析結果 ◎TOF-MSを用いた乳酸菌の同定例

農
学




